
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは
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高島市マキノ町にある萱葺き屋根のアト

リエ「ふくちゃん工房」。立体風景画作家・

細川静さんのお宅だ。

「立体風景画」とは、静さんが考え出し

た独特の風景画のことで、ドライフラ

ワーや苔、ススキ、枯木、小石などを

使って里山の風景が美しく再現されて

いる。アトリエには懐かしく温かい作

品がズラリ。

静さんが「立体風景画」を始めたのは

65歳の時。自然の草花で何かを作って

みたいという気持ちと、年を重ねるご

とに強まる故郷や里山への思いから、

身近な素材を使って表現することを思

いついた。

2年前までは草津市に住み、写真やテレ

ビの映像を見て制作していた。しかし

里山の風景に惹かれてマキノ町に移り

住んでからは、本物の自然に囲まれま

すます創作意欲を高めていったという。

小さな木の実を取る時も「ごめんな」と

声をかける。同じ景色をじっと眺めてそ

の美しさに涙することも……。自然に感

謝する心が作品にあふれ

ている。

静さんの作品づくりを強く支

えるものがもう一つ。それは

28歳で亡くなった長男の言葉だ。

病床で何度も「外の景色を見

たいなぁ。1日だけでいいから

山を歩いてみたいなぁ」と、

繰り返された言葉。今も静さ

んの心の中に強く残る。

長男が大好きだった自然。そ

して静さんの悲しみを癒やし

てくれた自然の風景。

「里山の景色は心に安らぎを与えてくれ

ます。より多くの人にそれを

知っていただきたい。そして

外の景色を見られない人には

少しでも自然を感じていただ

けたら……」。静さんの作品に

はそんな思いが込められている。

柔和なお顔とゆっくりやさし

い口調の静さん。作品ととも

にその人柄に惹かれて繰り返

し工房を訪れる人も多い。

「作品を通じてたくさんの方と出会える

ことが一番うれしいです」と静さん。「ふ

くちゃん工房」を訪れ、自分

の故郷に帰ったような安らぎ

を感じていただきたい。
（取材・川上）
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